
R４.５.２５ 学校安全課

天候(上
段)

人数 資格 要件 積雪量(下段) 具体的内容 背景要因 改善策 委員からの助言

1
大田原

高等学校
新歓山行

ミツモチ山
(矢板市)

令和４年
５月３日

１日
（日帰り）

１４名
３名

高梨和幸
片柳剛史
鈴木長生

学校(6:30)　･･･　県民の森登山口(7:40)　･･･
第二展望台(8:30)　･･･　ミツモチ山山頂(9:30)･･･
八海山神社(10:40)　･･･　昼食・出発(11:30)　･･･

大間々大駐車場(12:00)　･･･　学校(13:50)

１名 なし 第６号
晴れ
０㎝

4/23（土）に県民の森でオリエンテー
リングを実施した。その際，読図やコ
ンパス実習等を行っている。県民の森
を出発地点にすることにより，装備品
の準備や行程はイメージしやすかった
と思う。1年生は初めての山歩きで
あったため，小休憩を多くした。また，
2，3年生の山域調査・測定の様子を
確認し，大高の山行の雰囲気を学べ
たと思う。また，2,3年生（山行隊）と1
年生（散策隊）に分かれた後は，全員
にトランシーバーを使ってもらい，機器
の操作を学んだ。今回の活動もOB会
による支援をいただいた（OB会が後
方に同行）。OB会等の紹介を行い、
多くの方々の協力によって活動ができ
ることを確認して、山行を開始した。

①先頭から後部まで指示の伝達がう
まくできなかった。
②厚くて長い靴下を家に忘れてしまっ
た。
③前と後ろの人との間隔が狭く、ぶつ
かりそうになった。
④前日に雨が降ったのでぬかるんで
いるところがあり滑った。
⑤ザックに荷物を詰めすぎてしまい、
開けるときに大変だった。
⑥標高が高くなると結構寒くなった（防
寒着を多めに持っていくほうが良い）。
⑦調理中は問題なかったが、片付け
のとき、コンロを触って軽い火傷した。

①八海山神社以外はすべて車道のた
め，パーティの人数制限がない。その
ため，1年生から3年生まで14名で歩く
ことになったが，1年生は初めての活
動であり，また，久々の大所帯のた
め，指示の伝達が遅かった。（「前方
から登山者有り，右に寄れ」など）
②～⑦は1年生によるヒヤリハットで，
山行に不慣れなことが要因と考えられ
る。

日々の練習の中で意識することが大
切である。また，ヒヤリハットはTeams
に入力してまとめている。入力時に他
人の入力が見えるため，山行直後に
ICTを用いて情報共有することが有効
である。

【問題なし】

2
栃木

高等学校
大小山登山

大小山
（足利市)

令和４年
５月３日

１日
（日帰り）

１名
　２名

髙野友博
加藤良栄

阿夫利神社(8:45)・・・妙義山東分岐(9:20)・・・
西場富士(10:20)・・・阿夫利神社(10:55)・・・

大小山南分岐(11:35)・・・妙義山山頂(11:55)・・・
妙義山東分岐(12:20)・・・阿夫利神社(12:50)

２名
登山ガイド
ステージⅡ

第２号
晴れ
０㎝

岩場や鎖場では、アドバイザーの助
言・アドバイスをもらいながら、特に慎
重に行動した。

イノシシ除けの柵が設置されている山
で、途中、動物の糞を発見した。
また、熊注意の看板もあり動物遭遇
するような山域であった。

登山口が比較的、畑地であるため、
動物の出没があると考える。

こまめにホイッスルを鳴らしたり、クマ
よけの鈴の携帯をする。

【問題なし】

3
栃木女子
高等学校

岩場通過
トレーニング

登山

大小山
(足利市)

令和４年
５月３日

１日
（日帰り）

１０名

４名
髙橋秀明
小椋康裕
竹前陸

池間明徳

阿夫利神社8:25 ･･･ 妙義山東分岐9:00 ･･･
　 西場富士10:00 ･･･ 阿夫利神社10:35 ･･･

　 大小山南分岐11:15 ･･･ 妙義山頂11:35 ･･･
　 妙義山東分岐12:00 ･･･ 阿夫利神社12:30

２名

両名とも
日本スポーツ

協会公認
山岳コーチ２

両名とも
第２号
第６号

晴れ
０㎝

岩場の急斜面を通過する際は、引率
やアドバイザーが分散して、注意喚起
や助言を行った。

ＪＲ富田駅から阿夫利神社へ徒歩で
移動し、予定では8:00前に集合できる
はずだったが、20分ほど遅くなってし
まった。

事前に経路等確認していたが、初め
てということもあり、登山道よりも住宅
街の通過に時間がかかってしまった。

電車を1本早くするなどして時間を確
保し、登山活動以外でも余裕ある行
動ができるようにする。急ぐと交通事
故の危険性が増すため、少しの遅れ
は想定内であるという認識を共有して
おく。

【問題なし】

4
宇都宮白楊
高等学校

春山登山
太平山・晃石山

(栃木市)
令和４年
５月４日

１日
(日帰り)

６名
２名

宇戸平友博
安江彩子

JR宇都宮駅(8:05)…JR太平下駅(9:00)…
太平山登山口(9:25)…謙信平(9:55)…

太平山山頂(10:50)…晃石山山頂(11:40)…
大中寺(13:00)…JR太平下駅(13:40)

１名
日本スポーツ

協会公認
山岳コーチ１

第６号
晴れ
０㎝

生徒にとって久しぶりの登山であった
ため、ペース配分と体調をよく確認し
ながら取り組んだ。

生徒１名が当日朝、集合場所のJR宇
都宮駅に現れなかった。本人の携帯
電話に連絡しても繋がらず、保護者に
確認したところ家は出発したとのこと
であった。時間になっても来なかった
ため、その他の部員は乗車を指示し
て現地へ向かわせた。９時００分頃本
人から連絡があり、集合場所に行った
が待ち合わせ場所を間違えており、携
帯電話もバッテリーがなかったとのこ
とであった。本人の不手際でもあるた
め、今回の登山には参加させず辞退
させた。

前日に入念な荷物チェックを行い、当
日持参するものとして昼食や登山靴、
そしてスマートフォンも指示していた
が、本人の自覚が足りていなかった。
スマートフォンは現代の登山において
連絡手段や天気、読図等でマストアイ
テムであり、そうした教育をしていたつ
もりであったが、指導が甘かった。

該当生徒は昨年度も登山実施前に登
山靴を購入することができず、登山を
断念させたことがある。生活習慣の指
導とともに、山に対する認識を高める
ことが必要である。また、こうした例を
部内で共有し、同様なことが起こらな
いようにしていくことが必要である。

【問題なし】

5
宇都宮白楊
高等学校

春山登山
太平山・晃石山

(栃木市)
令和４年
５月７日

１日
(日帰り)

７名
２名

宇戸平友博
宇賀神瑞季

JR宇都宮駅(8:05)…JR太平下駅(9:00)…
太平山登山口(9:25)…謙信平(9:50)…

太平山山頂(10:40)…晃石山山頂(11:20)…
大中寺(12:50)…JR太平下駅(13:40)

１名
日本スポーツ

協会公認
山岳コーチ１

第６号
曇り
０㎝

生徒にとって久しぶりの登山であった
ため、ペース配分と体調をよく確認し
ながら取り組んだ。

特になし 特になし 特になし 【問題なし】

ヒヤリハット事例

登山の実施結果について（4月22日～5月24日実施分）

特に配慮した点の特記事項
登山アドバイザー帯同

【山岳部】

番号 学校名 行事名 実施山域 ルート及び通過時間
実施日
（始期）

日数
参加

生徒数
引率者


